
発表番号１９ 多度津町立多度津中学校

１ 研究主題

「学び合い」が位置付いたアクティブ・ラーニングの日常化を図る授業づくり

２ 研究主題の設定の理由
H28 県学習状況調査の生徒質問紙で、「授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を立て、

その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して発表する学習活動に取り組んでいるか」
に関して、肯定的評価が77.3％であった。本年度の生徒授業アンケートから、「学び合い」の場に
おいて、自分の意見を友達に伝えることについて、
肯定的評価が、まだ 69 ％と低く、さらに生徒間で
の伝え合う力を養うことが必要と感じている。そこで、
「学び合い」を効果的に位置付けた日常的な授業
実践を通して、確かな学力の育成に向けて教員が
授業改善に取り組むことが重要であると考え、本
研究主題を設定した。

３ 研究の具体
(1)「学び合い」が位置付いた授業づくり

►方法 →結果 ●４つの視点
つかむ 課題との出会い →学習意欲の高まり ＊明確に

共 ▶多様な考え方が生まれる課題 必要感・見通し ①必要感
②形態

つかう 自力解決 →課題解決への意欲の高まり ③方法
通 ▶考え方の視点、教室環境、個への支援 ④個別の支援

くらべる 比較、分類 →思考の広がりと深まり
理 ▶相違と共通に着目 対話的思考の始まり 学 ●話型の工夫

び 「話す・聞く」

つなぐ 相手意識をもった交流 →考え方の修正・深化 合 伝え合う力の
解 ▶思考の可視化（板書・思考ツール） 変容・発展 い 伸長

かえる 振り返り →見方や考え方を広げる 学びの成果が
▶置き換えや応用の場 新たに考えを構築する 実感できる

(2) 見通しをもった研究体制づくり
研修年間計画 → 要請による → 公開授業実践 → 香川の教育づくり → 来年度

の作成 学校訪問 発表会 に向けて
（計画） （実践） （実践） （まとめ） （検証・改善）

・全教員年間２回の授業公開
・外部講師を招いて研究協議を通して、汎用的な取り組を探り、その共有化を図る。

(3) 学習指導案の法則化
教科をこえた授業づくりを進め、教員の授業力向上につなげる。

●単元観 ①学習指導要領との関連、②生徒に「付けたい力」、
③単元の価値について示す。

●生徒観 生徒に「付けたい力に関する現状」「単元の学習
内容に関する関心・意欲」を示す。

●指導観 付けたい力を実現するための指導方法を示す。
「学び合い」の工夫点について下線で示す。

●学習指導過程 「つかむ」「つかう」「くらべる」「つなぐ」
「かえる」の「授業展開」を位置付ける。

(4) 「学び合い」の意義を確認・理解した授業づくり
年度初めの全校集会で、「学び合い学習で大切にしてほしい３

つのこと」について生徒・教員共に共通理解を図る。


